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部品番号② 

注意 

中学 1 年生で学習した図と同じく、太線の形にけがいて加工する。 

寸法線・寸法補助線・寸法は、板に書かなくてよい。 

部品 ③ と ④ は、加工の必要はないため、① ② の加工後に組み立てが可能。 

組立は、部品左の切り欠き部分と、となりあう左側の部品の右を、接着剤で接合する。 
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